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平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

このたび、当行に対するご理解を一層深めていただくため、平成24年度中間

期の決算の概況や財務の状況などについてとりまとめたディスクロージャー誌

「しまぎんの現況2012中間期」を作成いたしました。ご高覧の上ご参考にして

いただければ幸いに存じます。

さて、今年度は、平成23年4月からスタートした中期経営計画「躍進の2年」

の最終年度であり、計画の完遂に向け、引き続き、フェイス・トゥ・フェイスの

精神の下、皆さまのあらゆるニーズにお応えし、一層の企業価値の向上を図るべ

く、経営の健全性・安全性の向上に努めております。

これからも地域に根ざした銀行として、当地域の経済を支えていくという重要

な使命を全うする所存でございますので、引き続きご支援、ご愛顧を賜りますよ

うお願い申し上げます。

平成25年1月

取締役頭取

マスコットキャラクター“シマニー”

ご あ い さ つ
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　本誌は、銀行法第21条に基づいて作成したディスクロージャー
資料（業務及び財産の状況に関する説明書類）です。
　本資料に掲載しております計数は、原則として単位未満を切
捨てのうえ表示しております。
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創業年月日
本店所在地
 U 　 R 　 L
資 本 金
店 舗 数
従 業 員 数
預 金 残 高
貸出金残高

大正4年5月20日
松江市東本町二丁目35番地
http://www.shimagin.co.jp
66億36百万円
34店（島根県25、鳥取県 9）
446名
3,266億円
2,364億円
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組織図（平成25年1月末日現在）

本部組織図〔6グループ3室〕 

●為替
●ATM管理
●メール
●管財
●現金精査

●法務・コンプライアンス
●苦情相談
●システム企画
●事務管理
●事務指導

●秘書
●人事
●研修
●主計
●総務

●融資審査
●融資管理
●代理貸付
●担保評価

●資金証券
●外為
●証券営業

●資産査定●業務企画  
●営業店統括
●営業店支援
●地域貢献

●経営監査
●拠点監査
●オフサイトモニタリング

業務管理
グループ

事務センター

●ローン延滞督促
●ローン代弁事務
●債権書類管理（＊）
●不動産担保評価事務

債権管理
センター

資　産
査定室

市場営業
グループ

業務企画
グループ

人事財務
グループ

審査管理
グループ

業務監査室

監査役

常 務 常 務 常 務 常 務

頭　取

（＊）ローン債権、住宅金融支援機構に係る債権、償却債権

●経営企画
●財務企画
●広報
●関連会社戦略
●内部統制統括

総合企画
グループ

●リスク管理
●ALM

リスク
管理室

店舗網（平成25年1月末日現在）

西郷支店
●

●
江津支店

●
浜田支店

●
益田支店

●
大田支店

●
倉吉支店

   ●
安来支店

出雲

雲南 米子

鳥取

●境支店松江

根雨出張所

出雲支店
出雲東出張所
出雲中央出張所
大社支店
平田支店
斐川支店

本店営業部
北出張所
松江駅前支店
南出張所
津田支店
松江卸団地支店
山代支店
黒田支店
上乃木支店
学園通支店
松江営業センター出張所

米子支店
米子東出張所
角盤町支店
米子駅前出張所

鳥取支店
鳥取駅南出張所

大東支店
雲南支店

役員一覧（平成25年1月末日現在）

関係会社 （平成25年1月末日現在）

取締役頭取（代表取締役）

常務取締役

常務取締役

常務取締役

常務取締役

取　締　役（出雲支店長）

取　締　役（人事財務グループ部長）

田頭  基典
野田  哲也
山根  良夫
鈴木  良夫
小谷  　栄
武田  浩靖
青山  泰之

常勤監査役

監　査　役（社外）

監　査　役（社外）

監　査　役（社外）

濱田　  寛
周藤  　滋
石原  明男
岡崎  勝彦

当行の子会社であり、リース業務を行っております。

住所　　　　　島根県松江市西津田一丁目5番18号
設立年月日　　昭和56年4月25日

■松江リース（株）

当行の関連会社であり、クレジットカード業務を行っております。

住所　　　　　島根県松江市朝日町485番地8
設立年月日　　平成9年10月22日

■しまぎんユーシーカード（株）
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1.  地域社会の発展に貢献し、信頼され、愛される銀行となる
（1）地域社会との連帯を深め、豊かな発展に貢献する
（2）健全経営に徹し、収益力の高い銀行となる
（3）お客さまとの温かいふれあいを大切にする

2. 常に魅力あるサービスを提供し、お客さまのニーズに積極的に応える
（1）常にお客さまの側に立って、魅力的なサービスを追及する
（2）時代の変化を的確にとらえ、総合金融サービスの充実に努める
（3）正確で真心のこもったスピーディーな事務処理を行う 

3. 創造力豊かで、活力にみちた、明るい人間集団をつくる
（1）失敗を恐れず、新しい課題に積極的に挑戦し続ける
（2）常に視野をひろげ、知的行動力を高め、効果的に対応する
（3）お互いの理解を深め、明るい働きがいのある職場をつくる

中期経営計画の名称「躍進の2年」［Making Great Strides In Two Years］には、株式公開の達成を機に全行員が今一度初心
に立ち返り、上場会社の職員であることへの強い自覚の下で意識改革を行い、気持ち新たに目標に向かって邁進することで、「経営
ビジョン」を具現化し、地域における存在感の向上、ひいては全国レベルでの知名度の向上を果たし、平成27年に迎える創業100周
年に向けて大きく躍進する価値ある2年間にいたしたいとの思いを込めております。

〈体系図〉
中期経営計画「躍進の2年」の体系図は下記のとおりです。「経営理念」は“企業の存在意義”、「経営ビジョン」は本計画終了時に
到達を目指す“こうありたいと思う姿”、「経営戦略」は“「経営ビジョン」を実現するための施策群”といった位置付けとなります。
そして「戦略ドメイン」は「経営理念」・「経営ビジョン」を実現するための事業領域を意味します。

中期経営計画の概要

中期経営計画「躍進の2年」［Making Great Strides In Two Years］
（計画期間：平成23年4月～平成25年3月）

中期経営計画「躍進の2年」〔Making Great Strides In Two Years〕
　［計画期間：平成23年4月～平成25年3月〈2年間〉］

経営理念（経営方針）

経営ビジョン（企業価値の向上） 1.フェイス・トゥー・フェイスの精神の下、地域密着型金融をより一層強化し、お
客さまの各種ニーズへのスピーディーな対応により、地域の活性化に寄与で
きる銀行を目指します。

2.強固な内部管理体制の下、開示内容の充実を図り、透明性の高い銀行を目
指します。

3.計画期間内での東京証券取引所市場第一部への昇格（指定替え）を目指します。

地域金融機関である当行にとって、地域の人と人との繋がりを通じた信頼関係
は何にも増して重要な財産であります。金融・経済・社会環境が一段と厳しさを
増す中、その絆を一層深め、より強固なものにしていくため、創業来一貫してき
た自主独往の精神を貫き、山陰両県を主要エリアとした地域完全密着型経営に
徹し、中小企業及び個人の皆様の資金運用、資金調達及びその他各種ニーズ
に積極的に応えてまいります。

（1）営業エリア毎の市場戦略の樹立　（2）ターゲット先毎の営業戦略
（3）チャネルの強化　（4）ブランドイメージの向上
（1）企業価値の向上　（2）貸出運用の強化　（3）資産査定管理態勢の強化
（4）有価証券運用の強化　（5）費用の縮減　（6）統合的リスク管理の強化
（1）人事処遇の強化　（2）営業能力の向上　（3）法令等遵守態勢の向上
（1）強固な内部管理体制の確立　（2）開示態勢の強化
（3）内部者取引の未然防止態勢の強化
（4）東京証券取引所市場第一部への指定

経営戦略の実践にあたり、「独自の営業モデルの更なる強化」、「収益性・健全性
の向上による安定かつ持続的な経営活動の遂行」、「より強固な内部管理体制
の確立及び適正かつ積極的な開示態勢の整備」の3つの基本方針の下、以下
の具体的施策を実践いたします。

戦略ドメイン（事業領域）

経営戦略
（基本方針）

独自の営業モデルの更なる強化
収益性・健全性の向上による安定かつ持続的な経営活動の遂行

より強固な内部管理体制の確立及び適切な開示態勢の整備

1.地域社会の発展に貢献し、信頼され、愛される銀行となる。
2.常に魅力あるサービスを提供し、お客さまのニーズに積極的に応える。
3.創造力豊かで、活力にみちた、明るい人間集団をつくる。

（具体的施策）
〈1.営 業 の 強 化〉　

〈2.財 務 の 強 化〉

〈3.人 材 の 強 化〉

〈4.組 織 の 強 化〉

〈数値目標〉
「経営ビジョン」を達成するために必要な定量水準（「こうありたい」と思う姿を実現するための努力目標）として、以下のとおり
「数値目標」を設定し、目標達成に向けて鋭意取組んでおります。

・・・・・・

79億円
9億円
6億円

10％程度
4％程度

経常収益
経常利益
当期純利益
自己資本比率
不良債権比率

収益性の向上

健全性の向上

カテゴリー 項　　　目 平成24年度（平成25年3月期）目標
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（1）常にお客さまの側に立って、魅力的なサービスを追及する
（2）時代の変化を的確にとらえ、総合金融サービスの充実に努める
（3）正確で真心のこもったスピーディーな事務処理を行う 

3. 創造力豊かで、活力にみちた、明るい人間集団をつくる
（1）失敗を恐れず、新しい課題に積極的に挑戦し続ける
（2）常に視野をひろげ、知的行動力を高め、効果的に対応する
（3）お互いの理解を深め、明るい働きがいのある職場をつくる

中期経営計画の名称「躍進の2年」［Making Great Strides In Two Years］には、株式公開の達成を機に全行員が今一度初心
に立ち返り、上場会社の職員であることへの強い自覚の下で意識改革を行い、気持ち新たに目標に向かって邁進することで、「経営
ビジョン」を具現化し、地域における存在感の向上、ひいては全国レベルでの知名度の向上を果たし、平成27年に迎える創業100周
年に向けて大きく躍進する価値ある2年間にいたしたいとの思いを込めております。

〈体系図〉
中期経営計画「躍進の2年」の体系図は下記のとおりです。「経営理念」は“企業の存在意義”、「経営ビジョン」は本計画終了時に
到達を目指す“こうありたいと思う姿”、「経営戦略」は“「経営ビジョン」を実現するための施策群”といった位置付けとなります。
そして「戦略ドメイン」は「経営理念」・「経営ビジョン」を実現するための事業領域を意味します。
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平成24年度上期におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響もあり、厳しい状況が続いていた雇用情勢に改善の動きが
見られた中で、個人消費が底堅く推移したほか、震災復興関連を中心に公共投資も堅調に推移しましたが、終盤にかけて、海外
景気の減速等を背景として、緩やかに持ち直していた輸出や生産に弱い動きが見られました。
また、住宅投資の持ち直しの動きもあって改善してきた企業収益にも頭打ち感が見られ、緩やかな持ち直しが続く設備投資に
も一部に弱い動きが見られるなど、全体として、回復の動きに足踏みが見られました。
こうした中、金融面においては、引き続き、欧州の債務危機への懸念等による株式相場の下落・円高の進行に見舞われてお

り、日本銀行による金融緩和等の対応もとられました。
当地山陰においては、公共投資等に幾分改善に向けた動きが見られ、設備投資も緩やかに持ち直すなど、持ち直しに向かう
動きも見られましたが、終盤にかけて、海外向け需要等に減速感が見られる中、生産に弱い動きが見られるなど、全体としては、
依然厳しい状況に変わりはなく、横ばい圏内の動きとなりました。
企業の業況についても、総じて好転していない実態が窺えますが、資金調達はセーフティネット保証制度の利用等により維持

されている状況にあります。

平成24年度中間期金融経済情勢

　当行の平成24年度中間期の業績につきましては、様々な施策の実践
に努めてまいりました結果、次のようになりました。

平成24年度中間期の業績
3,500

2,500

預金残高の推移 （億円）

2,500

2,000

貸出金残高の推移 （億円）

Ｈ24.9
《預金》
　公金預金が減少しましたが、定期性預金を中心として個人預金、法人
預金ともに増加したことから、全体では前年同期比53億円増加の
3,266億円となりました。

《貸出金》
　法人向け貸出金が資金需要の低迷などにより減少したことに加え、地
公体向け貸出金も減少しましたが、住宅ローンを中心として個人向け貸
出金が増加したことなどから、全体では前年同期比62億円増加し
2,364億円となりました。

《有価証券》
　市場環境等を考慮し、安定性と効率性に留意した運用に努めました
が、債券の売却を主因として、全体で前年同期比54億円減少し821億
円となりました。

《個人預り資産》
　投資信託や公共債が減少しましたが、個人預金や年金保険等が増加し
たことから、全体では前年同期比78億円増加し2,791億円となりました。
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（百万円）《損益》
　経常収益は、市場金利の低下や地域経済低迷等による資金需要の減
少から貸出金利息が減少しましたが、有価証券関係収益が増加したこと
や、取引先の倒産発生の減少等を主因として貸倒引当金戻入益を計上
したことなどから、全体では前年同期比762百万円増加し4,571百万円
となりました。
　一方、経常費用は、貸倒引当金繰入額が戻入に転じましたが、株式市
況の低迷により有価証券関係費用が増加したことなどから、全体では前
年同期比180百万円増加し3,790百万円となりました。
　この結果、経常利益は前年同期比582百万円増益の781百万円、中
間純利益は前年同期比308百万円増益の438百万円となりました。
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《自己資本比率》
　自己資本比率は、銀行が保有する貸出金や有価証券等の資産に対
し、資本金や引当金等の内部資金をどの程度保有しているかを見る指
標であり、銀行の健全性を示す重要な指標です。

《株価の状況》
　当行株式は、平成23年3月15日の東京証券取引所市場第二部への
上場からわずか1年で、同市場第一部銘柄に指定されております。

《格付け》
　当行では、経営の透明性の確保に向けた積極的なディスクロージャーの一環と
して、株主の皆さま、お客さま、地域の皆さまなどステークホルダーの皆さまに客
観的な第三者機関からの評価を提供するため、株式会社日本格付研究所（JCR）
の長期発行体格付を取得しております。

区　　　　分
自己資本比率
基本的項目（Tier1）比率

平成23年9月期
9.69％
7.76％

平成24年9月期
9.45％
7.52％

9.28％
7.36％

平成22年9月期

終　値
最　高
最　低

平成23年3月15日～31日
784
890
610

平成23年4月～9月
846
930
771

平成23年10月～平成24年3月
1,198
1,320
793

平成24年4月～9月
1,084
1,318
970

（円）

自己資本比率について
◆当行のように海外に営業拠点を有しない銀行は国内基準の対象となり、自己資本比率が4％以上あることが求められています。
◆平成24年9月期の自己資本比率は9.45％であり、国内基準の4％を十分にクリアしています。

基本的項目（Tier1）比率について
◆基本的項目（Tier1）比率とは、自己資本の根幹を成す「基本的項目」（資本金や剰余金など）によって算出される比率のことです。
◆平成24年9月期のTier1比率は7.52％であり、この比率でみても国内基準をクリアしています。

（※1）長期発行体格付とは、債務者（発行体）の債務全体を包括的に捉え、その債務履行能力を比較できるように等級をもって示すものです。
（※2）AAからBまでの格付記号には同一等級内での相対的位置を示すものとして、プラス（＋）もしくはマイナス（－）の符号による区分があります。

（注1）終値及び最高・最低株価は、平成23年3月15日から平成24年3月14日までは東京証券取引所市場第
二部におけるものであり、平成24年3月15日からは東京証券取引所市場第一部におけるものです。

（注2）当行株式の平成23年3月における公募増資の発行価格及び第三者割当増資の売出価格は560円
です。

4.00

8.00

自己資本比率の推移
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〈 格 付け 対 象 〉
〈 格 付 け 〉
〈格付けの見通し〉
〈 格 付け 機 関 〉
〈格付け取得日〉

長期発行体格付（※1）
BBB（トリプルBフラット）
安定的
株式会社　日本格付研究所（JCR）
平成24年11月27日

AAA

BB

BBB

B

CCC

CC

C

D

AA

A

（※2）
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平成24年度上期におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響もあり、厳しい状況が続いていた雇用情勢に改善の動きが
見られた中で、個人消費が底堅く推移したほか、震災復興関連を中心に公共投資も堅調に推移しましたが、終盤にかけて、海外
景気の減速等を背景として、緩やかに持ち直していた輸出や生産に弱い動きが見られました。
また、住宅投資の持ち直しの動きもあって改善してきた企業収益にも頭打ち感が見られ、緩やかな持ち直しが続く設備投資に
も一部に弱い動きが見られるなど、全体として、回復の動きに足踏みが見られました。
こうした中、金融面においては、引き続き、欧州の債務危機への懸念等による株式相場の下落・円高の進行に見舞われてお

り、日本銀行による金融緩和等の対応もとられました。
当地山陰においては、公共投資等に幾分改善に向けた動きが見られ、設備投資も緩やかに持ち直すなど、持ち直しに向かう
動きも見られましたが、終盤にかけて、海外向け需要等に減速感が見られる中、生産に弱い動きが見られるなど、全体としては、
依然厳しい状況に変わりはなく、横ばい圏内の動きとなりました。
企業の業況についても、総じて好転していない実態が窺えますが、資金調達はセーフティネット保証制度の利用等により維持

されている状況にあります。

平成24年度中間期金融経済情勢

　当行の平成24年度中間期の業績につきましては、様々な施策の実践
に努めてまいりました結果、次のようになりました。

平成24年度中間期の業績
3,500

2,500

預金残高の推移 （億円）

2,500

2,000

貸出金残高の推移 （億円）

Ｈ24.9
《預金》
　公金預金が減少しましたが、定期性預金を中心として個人預金、法人
預金ともに増加したことから、全体では前年同期比53億円増加の
3,266億円となりました。

《貸出金》
　法人向け貸出金が資金需要の低迷などにより減少したことに加え、地
公体向け貸出金も減少しましたが、住宅ローンを中心として個人向け貸
出金が増加したことなどから、全体では前年同期比62億円増加し
2,364億円となりました。

《有価証券》
　市場環境等を考慮し、安定性と効率性に留意した運用に努めました
が、債券の売却を主因として、全体で前年同期比54億円減少し821億
円となりました。

《個人預り資産》
　投資信託や公共債が減少しましたが、個人預金や年金保険等が増加し
たことから、全体では前年同期比78億円増加し2,791億円となりました。

3,266

Ｈ23.9

3,2133,165

Ｈ22.9

Ｈ23.9Ｈ22.9 Ｈ24.9

2,3022,281

1,000

500

有価証券残高の推移 （億円）

Ｈ23.9Ｈ22.9 Ｈ24.9

875872

2,364

821

（百万円）《損益》
　経常収益は、市場金利の低下や地域経済低迷等による資金需要の減
少から貸出金利息が減少しましたが、有価証券関係収益が増加したこと
や、取引先の倒産発生の減少等を主因として貸倒引当金戻入益を計上
したことなどから、全体では前年同期比762百万円増加し4,571百万円
となりました。
　一方、経常費用は、貸倒引当金繰入額が戻入に転じましたが、株式市
況の低迷により有価証券関係費用が増加したことなどから、全体では前
年同期比180百万円増加し3,790百万円となりました。
　この結果、経常利益は前年同期比582百万円増益の781百万円、中
間純利益は前年同期比308百万円増益の438百万円となりました。
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経常利益 中間純利益
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個人預り資産残高の推移（億円）
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2,7132,629
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《自己資本比率》
　自己資本比率は、銀行が保有する貸出金や有価証券等の資産に対
し、資本金や引当金等の内部資金をどの程度保有しているかを見る指
標であり、銀行の健全性を示す重要な指標です。

《株価の状況》
　当行株式は、平成23年3月15日の東京証券取引所市場第二部への
上場からわずか1年で、同市場第一部銘柄に指定されております。

《格付け》
　当行では、経営の透明性の確保に向けた積極的なディスクロージャーの一環と
して、株主の皆さま、お客さま、地域の皆さまなどステークホルダーの皆さまに客
観的な第三者機関からの評価を提供するため、株式会社日本格付研究所（JCR）
の長期発行体格付を取得しております。

区　　　　分
自己資本比率
基本的項目（Tier1）比率

平成23年9月期
9.69％
7.76％

平成24年9月期
9.45％
7.52％

9.28％
7.36％

平成22年9月期

終　値
最　高
最　低

平成23年3月15日～31日
784
890
610

平成23年4月～9月
846
930
771

平成23年10月～平成24年3月
1,198
1,320
793

平成24年4月～9月
1,084
1,318
970

（円）

自己資本比率について
◆当行のように海外に営業拠点を有しない銀行は国内基準の対象となり、自己資本比率が4％以上あることが求められています。
◆平成24年9月期の自己資本比率は9.45％であり、国内基準の4％を十分にクリアしています。

基本的項目（Tier1）比率について
◆基本的項目（Tier1）比率とは、自己資本の根幹を成す「基本的項目」（資本金や剰余金など）によって算出される比率のことです。
◆平成24年9月期のTier1比率は7.52％であり、この比率でみても国内基準をクリアしています。

（※1）長期発行体格付とは、債務者（発行体）の債務全体を包括的に捉え、その債務履行能力を比較できるように等級をもって示すものです。
（※2）AAからBまでの格付記号には同一等級内での相対的位置を示すものとして、プラス（＋）もしくはマイナス（－）の符号による区分があります。

（注1）終値及び最高・最低株価は、平成23年3月15日から平成24年3月14日までは東京証券取引所市場第
二部におけるものであり、平成24年3月15日からは東京証券取引所市場第一部におけるものです。

（注2）当行株式の平成23年3月における公募増資の発行価格及び第三者割当増資の売出価格は560円
です。

4.00

8.00

自己資本比率の推移

当行

（％）

Ｈ24.9Ｈ22.9 Ｈ23.9
自己資本比率 基本的項目（Tier1）比率

9.28 9.69

7.767.36

9.45

7.52

〈 格 付け 対 象 〉
〈 格 付 け 〉
〈格付けの見通し〉
〈 格 付け 機 関 〉
〈格付け取得日〉

長期発行体格付（※1）
BBB（トリプルBフラット）
安定的
株式会社　日本格付研究所（JCR）
平成24年11月27日

AAA

BB

BBB

B

CCC

CC

C

D

AA

A

（※2）

1,400

1,200

1,000

800

600

400

株価（終値）の推移 （円）

Ｈ24.3 Ｈ24.9Ｈ23.3 Ｈ23.9

7



2012 中間期
しまぎんディスクロージャー誌

平
成
24
年
度
中
間
期
の
業
績

●
中
期
経
営
計
画

●
中
期
経
営
計
画

①破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　破産、会社更生、再生手続等の事由により経
営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこ
れらに準ずる債権をいう。
②危険債権
　債務者が経営破綻の状態には至っていない
が、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従
った債権の元本の回収及び利息の受取りがで
きない可能性の高い債権をいう。
③要管理債権
　3ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権
をいう。
●3ヵ月以上延滞債権
　元本または利息の支払が、3ヵ月以上延滞し
ている貸出債権をいう。
●貸出条件緩和債権
　経済的困難に陥った債務者の再建または支
援を図り、当該債権の回収を促進すること等を
目的に、債務者に有利な一定の譲歩を与える約
定条件の改定等を行った貸出債権をいう。
④正常債権
　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題
がないものとして、上記①から③に掲げる債権
以外のものに区分される債権をいう。

金融再生法開示債権額
区　　　　分

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
危険債権
要管理債権
計
正常債権
合  計
不良債権の割合

①

②
③

④

平成23年9月期

3,097

10,289
616

14,003
219,447
233,451
5.99%

平成24年9月期

2,215

10,944
526

13,686
225,555
239,242
5.72

3,480

10,955
173

14,609
217,337
231,947
6.29%

平成22年9月期
（単位：百万円） 用語解説

《不良債権》
　銀行の不良債権につきましては、資産の自己査定結果を基礎とした金融再生法に基づく金融再生法開示債権と銀行法に基づ
くリスク管理債権の双方の開示が義務付けられており、このうち、金融再生法では、貸出金のほか貸付有価証券、外国為替、支払
承諾見返、未収利息、仮払金、銀行保証付私募債を含めた総与信を開示対象債権としております。
　金融再生法開示債権の総額は13,686百万円であり、対象債権に対する不良債権の割合は5.72％となっております。一方、リ
スク管理債権額につきましては総額13,484百万円であり、対象債権に対する不良債権の割合は5.70％となっておりますが、そ
の詳細につきましては資料編（連結リスク管理債権額：Ｐ28、単体リスク管理債権額：Ｐ44）をご参照下さい。

　この結果、金融再生法開示債権全体の13,686
百万円に対しましては、引当金3,677百万円、担
保・保証等8,004百万円、計11,681百万円が計
上されており、正味の不足額は2,004百万円であ
ります。
　万一この全額が回収不能となった場合でも、こ
れに対する当行の純資産の部合計額はその6倍強
（13,082百万円）あり、不良債権に対する備えは
十分にあります。

　金融再生法開示債権に対する保全・引当金の状況は以下のとおりであります。
　破産更生債権及びこれらに準ずる債権に対する引当につきましては、担保等（1,308百万円）を除く無担保・無保証部分に個
別貸倒引当金（907百万円）を引当て100％カバーしております。
　危険債権に対する引当につきましては、担保等（6,524百万円）を除く無担保・無保証部分に個別貸倒引当金（2,720百万円）
を引当てしております。
　要管理債権に対する引当につきましては、過去の貸倒実績率に基づき、49百万円の一般貸倒引当金を引当てております。
　正常債権に対する引当につきましては、過去の貸倒実績率に基づき、254百万円の一般貸倒引当金を引当てております。

主
要
な
経
営
指
標
等
の
推
移

（
最
近
3
中
間
会
計
期
間
及
び
最
近
2
事
業
年
度
）

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

千株

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

円

円

円

円

円

％

％

人

経常収益
経常利益
中間純利益
当期純利益
資本金
発行済株式総数
純資産額
総資産額
預金残高
貸出金残高
有価証券残高
1株当たり中間純利益金額
1株当たり当期純利益金額

1株当たり配当額
自己資本比率
単体自己資本比率（国内基準）

従業員数
［外、平均臨時従業員数］

潜在株式調整後1株
当たり中間純利益金額

潜在株式調整後1株
当たり当期純利益金額

（注）　1　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
2　平成22年度及び平成23年度の1株当たり配当額のうち5円は上場記念配当であります。
3　潜在株式調整後1株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないので記載しておりません。
4　当行は、平成22年9月30日を効力発生日として、当行株式10株を1株に併合しております。
　また、平成22年度中間期の1株当たり中間純利益金額及び平成22年度の1株当たり当期純利益金額につきましては、当該併合が平成22年度の開始日に行われたと仮定し
た場合の1株当たり中間純利益金額及び1株当たり当期純利益金額を記載しております。
5　自己資本比率は、期末純資産の部合計を期末資産の部の合計で除して算出しております。
6　単体自己資本比率は、銀行法第14条の2の規定に基づく平成18年金融庁告示第19号に定められた算式に基づき算出しております。当行は、国内基準を採用しております。
7　平成22年度中間期の平均臨時従業員数は、第2四半期会計期間における平均雇用人員数であります。

平成22年度
自　平成22年 4 月 1 日  
至　平成23年 3 月31日（ （

平成23年度
自　平成23年 4 月 1 日  
至　平成24年 3 月31日（ （

平成24年度中間期
自　平成24年 4 月 1 日  
至　平成24年 9 月30日（ （

平成23年度中間期
自　平成23年 4 月 1 日  
至　平成23年 9 月30日（ （

平成22年度中間期
自　平成22年 4 月 1 日  
至　平成22年 9 月30日（ （

3,882
249
148
-

6,400
4,656
12,550
336,434
316,537
228,139
87,271
32.01

-

-

-

25
3.73
9.28

405
［35］

3,809
199
130
-

6,636
5,576
12,430
342,457
321,324
230,207
87,589
23.40

-

-

-

25
3.62
9.69

412
［36］

4,571
781
438
-

6,636
5,576
13,082
353,270
326,674
236,410
82,108
78.92

-

-

-

25
3.70
9.45

409
［36］

7,780
957
-

609
6,636
5,576
12,953
346,592
325,483
235,196
87,546

-
130.23

-

-

55
3.73
9.58

394
［34］

7,582
951
-

658
6,636
5,576
13,541
357,025
333,879
239,844
93,282

-
118.45

-

-

55
3.79
9.21

400
［35］

主要な経営指標等の推移（最近3中間会計期間及び最近2事業年度）　

中期経営計画「躍進の2年」の計画期間は残りわずかとなりましたが、今後につきましては、本計画の完遂に向け、掲げた施策を着
実に実践し、より強固な経営基盤を確立してまいります。
また、本計画に基づき策定した「地域密着型金融の推進に向けた取組み（平成23年度～平成24年度）」に沿って、地域金融の更な
る円滑化等に向けて、コンサルティング機能を一層強化し、事業再生支援、経営改善支援等に注力してまいります。更に、平成25年3
月まで1年間再延長されました中小企業金融円滑化法への対応につきましても、一段と注力してまいります。
この他、株主の皆さま、お客さま、地域の皆さまなどステークホルダーの皆さまからの様々なご期待にお応えできるよう、地域貢献
や地域環境の保全など、社会貢献活動についても積極的に推進してまいります。
これらに加えて、金融商品取引法や電子記録債権法などの法規制への対応を含め、お客さまのニーズと保護を第一義とした取組
みに努め、地域金融機関としての使命と役割を認識し、役職員一丸となって邁進する所存でございます。

対処すべき課題

対
処
す
べ
き
課
題

100

200

300

H24.9

（億円）

（百万円） （%）

109

22

5

136

80

36

130

247

金融再生法開示債権に対する保全・引当等の状況

要管理債権

危険債権

破産更生債権等

貸借対照表
「純資産の部」

担保・保証等

貸倒引当金
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①破産更生債権及びこれらに準ずる債権
　破産、会社更生、再生手続等の事由により経
営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこ
れらに準ずる債権をいう。
②危険債権
　債務者が経営破綻の状態には至っていない
が、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従
った債権の元本の回収及び利息の受取りがで
きない可能性の高い債権をいう。
③要管理債権
　3ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権
をいう。
●3ヵ月以上延滞債権
　元本または利息の支払が、3ヵ月以上延滞し
ている貸出債権をいう。
●貸出条件緩和債権
　経済的困難に陥った債務者の再建または支
援を図り、当該債権の回収を促進すること等を
目的に、債務者に有利な一定の譲歩を与える約
定条件の改定等を行った貸出債権をいう。
④正常債権
　債務者の財政状態及び経営成績に特に問題
がないものとして、上記①から③に掲げる債権
以外のものに区分される債権をいう。

金融再生法開示債権額
区　　　　分

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
危険債権
要管理債権
計
正常債権
合  計
不良債権の割合

①

②
③

④

平成23年9月期

3,097

10,289
616

14,003
219,447
233,451
5.99%

平成24年9月期

2,215

10,944
526

13,686
225,555
239,242
5.72

3,480

10,955
173

14,609
217,337
231,947
6.29%

平成22年9月期
（単位：百万円） 用語解説

《不良債権》
　銀行の不良債権につきましては、資産の自己査定結果を基礎とした金融再生法に基づく金融再生法開示債権と銀行法に基づ
くリスク管理債権の双方の開示が義務付けられており、このうち、金融再生法では、貸出金のほか貸付有価証券、外国為替、支払
承諾見返、未収利息、仮払金、銀行保証付私募債を含めた総与信を開示対象債権としております。
　金融再生法開示債権の総額は13,686百万円であり、対象債権に対する不良債権の割合は5.72％となっております。一方、リ
スク管理債権額につきましては総額13,484百万円であり、対象債権に対する不良債権の割合は5.70％となっておりますが、そ
の詳細につきましては資料編（連結リスク管理債権額：Ｐ28、単体リスク管理債権額：Ｐ44）をご参照下さい。

　この結果、金融再生法開示債権全体の13,686
百万円に対しましては、引当金3,677百万円、担
保・保証等8,004百万円、計11,681百万円が計
上されており、正味の不足額は2,004百万円であ
ります。
　万一この全額が回収不能となった場合でも、こ
れに対する当行の純資産の部合計額はその6倍強
（13,082百万円）あり、不良債権に対する備えは
十分にあります。

　金融再生法開示債権に対する保全・引当金の状況は以下のとおりであります。
　破産更生債権及びこれらに準ずる債権に対する引当につきましては、担保等（1,308百万円）を除く無担保・無保証部分に個
別貸倒引当金（907百万円）を引当て100％カバーしております。
　危険債権に対する引当につきましては、担保等（6,524百万円）を除く無担保・無保証部分に個別貸倒引当金（2,720百万円）
を引当てしております。
　要管理債権に対する引当につきましては、過去の貸倒実績率に基づき、49百万円の一般貸倒引当金を引当てております。
　正常債権に対する引当につきましては、過去の貸倒実績率に基づき、254百万円の一般貸倒引当金を引当てております。

主
要
な
経
営
指
標
等
の
推
移

（
最
近
3
中
間
会
計
期
間
及
び
最
近
2
事
業
年
度
）

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

千株

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

円

円

円

円

円

％

％

人

経常収益
経常利益
中間純利益
当期純利益
資本金
発行済株式総数
純資産額
総資産額
預金残高
貸出金残高
有価証券残高
1株当たり中間純利益金額
1株当たり当期純利益金額

1株当たり配当額
自己資本比率
単体自己資本比率（国内基準）

従業員数
［外、平均臨時従業員数］

潜在株式調整後1株
当たり中間純利益金額

潜在株式調整後1株
当たり当期純利益金額

（注）　1　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
2　平成22年度及び平成23年度の1株当たり配当額のうち5円は上場記念配当であります。
3　潜在株式調整後1株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないので記載しておりません。
4　当行は、平成22年9月30日を効力発生日として、当行株式10株を1株に併合しております。
　また、平成22年度中間期の1株当たり中間純利益金額及び平成22年度の1株当たり当期純利益金額につきましては、当該併合が平成22年度の開始日に行われたと仮定し
た場合の1株当たり中間純利益金額及び1株当たり当期純利益金額を記載しております。
5　自己資本比率は、期末純資産の部合計を期末資産の部の合計で除して算出しております。
6　単体自己資本比率は、銀行法第14条の2の規定に基づく平成18年金融庁告示第19号に定められた算式に基づき算出しております。当行は、国内基準を採用しております。
7　平成22年度中間期の平均臨時従業員数は、第2四半期会計期間における平均雇用人員数であります。

平成22年度
自　平成22年 4 月 1 日  
至　平成23年 3 月31日（ （

平成23年度
自　平成23年 4 月 1 日  
至　平成24年 3 月31日（ （

平成24年度中間期
自　平成24年 4 月 1 日  
至　平成24年 9 月30日（ （

平成23年度中間期
自　平成23年 4 月 1 日  
至　平成23年 9 月30日（ （

平成22年度中間期
自　平成22年 4 月 1 日  
至　平成22年 9 月30日（ （

3,882
249
148
-

6,400
4,656
12,550
336,434
316,537
228,139
87,271
32.01

-

-

-

25
3.73
9.28

405
［35］

3,809
199
130
-

6,636
5,576
12,430
342,457
321,324
230,207
87,589
23.40

-

-

-

25
3.62
9.69

412
［36］

4,571
781
438
-

6,636
5,576
13,082
353,270
326,674
236,410
82,108
78.92

-

-

-

25
3.70
9.45

409
［36］

7,780
957
-

609
6,636
5,576
12,953
346,592
325,483
235,196
87,546

-
130.23

-

-

55
3.73
9.58

394
［34］

7,582
951
-

658
6,636
5,576
13,541
357,025
333,879
239,844
93,282

-
118.45

-

-

55
3.79
9.21

400
［35］

主要な経営指標等の推移（最近3中間会計期間及び最近2事業年度）　

中期経営計画「躍進の2年」の計画期間は残りわずかとなりましたが、今後につきましては、本計画の完遂に向け、掲げた施策を着
実に実践し、より強固な経営基盤を確立してまいります。
また、本計画に基づき策定した「地域密着型金融の推進に向けた取組み（平成23年度～平成24年度）」に沿って、地域金融の更な
る円滑化等に向けて、コンサルティング機能を一層強化し、事業再生支援、経営改善支援等に注力してまいります。更に、平成25年3
月まで1年間再延長されました中小企業金融円滑化法への対応につきましても、一段と注力してまいります。
この他、株主の皆さま、お客さま、地域の皆さまなどステークホルダーの皆さまからの様々なご期待にお応えできるよう、地域貢献
や地域環境の保全など、社会貢献活動についても積極的に推進してまいります。
これらに加えて、金融商品取引法や電子記録債権法などの法規制への対応を含め、お客さまのニーズと保護を第一義とした取組
みに努め、地域金融機関としての使命と役割を認識し、役職員一丸となって邁進する所存でございます。

対処すべき課題

対
処
す
べ
き
課
題

100

200

300

H24.9

（億円）

（百万円） （%）

109

22

5

136

80

36

130

247

金融再生法開示債権に対する保全・引当等の状況

要管理債権

危険債権

破産更生債権等

貸借対照表
「純資産の部」

担保・保証等

貸倒引当金

0

10,000

20,000

30,000

H22.9 H23.9 H24.9

10,944

526

2,215

6.29% 5.99%

13,686

0

8
9

7
6
5
4
3
2
1

5.72%

要管理債権危険債権

不良債権の割合

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

10,289

616

3,097

14,003

10,955

173

3,480

14,609

9
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■店舗及び店舗内キャッシュサービスコーナー〔ATM〕

島 根 県
（25カ店）

鳥 取 県
（9カ店）

本店営業部

北出張所

松江駅前支店

南出張所

津田支店

松江卸団地支店

山代支店

黒田支店

上乃木支店

学園通支店

松江営業センター出張所

西郷支店

安来支店

大東支店

雲南支店

出雲支店

出雲東出張所

出雲中央出張所

大社支店

平田支店

斐川支店

大田支店

江津支店

浜田支店

益田支店

米子支店

米子東出張所

角盤町支店

米子駅前出張所

境支店

根雨出張所

倉吉支店

鳥取支店

鳥取駅南出張所

（0852）24ｰ1234

（0852）24ｰ1451

（0852）24ｰ1351

（0852）24ｰ1251

（0852）24ｰ1551

（0852）24ｰ1651

（0852）24ｰ1751

（0852）23ｰ7777

（0852）22ｰ7755

（0852）21ｰ2120

（0852）24ｰ1564

（08512）2ｰ1224

（0854）22ｰ3535

（0854）43ｰ2621

（0854）45ｰ5557

（0853）30ｰ6611

（0853）22ｰ5260

（0853）23ｰ6262

（0853）53ｰ2142

（0853）62ｰ2314

（0853）72ｰ5200

（0854）82ｰ0395

（0855）52ｰ2626

（0855）22ｰ0276

（0856）22ｰ2222

（0859）34ｰ3131

（0859）22ｰ7370

（0859）32ｰ5121

（0859）33ｰ5221

（0859）42ｰ3761

（0859）72ｰ0371

（0858）22ｰ4158

（0857）22ｰ3118

（0857）24ｰ8141

8：00－21：00

8：45－19：00

8：00－21：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：00－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：00－21：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－21：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

松江市東本町2丁目35番地

松江市大輪町410番地5

松江市朝日町485番地8

松江市竪町90番地8

松江市西津田2丁目15番24号

松江市嫁島町3番32号

松江市山代町482番地10

松江市黒田町427番地

松江市上乃木5丁目10番31－101号

松江市学園1丁目17番32号

松江市朝日町485番地8 松江駅前支店ビル2階

隠岐郡隠岐の島町西町八尾の壱21番地1

安来市安来町1535番地1

雲南市大東町大東1798番地

雲南市三刀屋町下熊谷1678番地1

出雲市姫原1丁目5番地1

出雲市大津町1098番地5

出雲市渡橋町423番地1

出雲市大社町杵築南1364番地8

出雲市平田町991番地12

出雲市斐川町直江5081番地

大田市大田町大田イ302番地5

江津市嘉久志町2306番地2

浜田市新町12番地

益田市あけぼの西町8番13

米子市米原4丁目5番39号

米子市車尾5丁目12番23号

米子市錦町3丁目68番地8

米子市東町217番

境港市浜ノ町122番地

日野郡日野町大字根雨412番地

倉吉市明治町1021の2番地

鳥取市戎町501番地

鳥取市興南町1番2

所 在 地店 舗 名 電 　 話 平 　 日 土 曜 日
キャッシュサービスコーナー

日曜・祝日

※キャッシュサービスコーナーはありません

◇すべてのコーナーで、全国MICS加盟金融機関のキャッシュカードで「出金」「残
高照会」がご利用になれます。 
◇前頁の店舗内ATM及び★マークの店舗外ATMでは、以下の提携サービスが
ご利用いただけます。

※キャッシング提携会社のカードでは「キャッシング」「残高照会」「ご返済」がご利用になれます。
　（「ご返済」については一部ご利用いただけない提携会社がございます。）
※「4BANKSネットサービス」「さんいんクロスネットサービス」の出金、「しまぎん・中央信
金ネットサービス」の入金、出金は他行利用手数料が無料です。（平日の時間外利用手
数料、休日利用手数料は有料となります。お取扱いの日時は設置箇所毎に異なります。）

※（注）の島根県立中央病院のATMでは「さんいんクロスネットサービス」がご利用になれません。

キャッシュサービスコーナーによる便利なサービス

ご利用のキャッシュカード
（サービス名）

サービス内容
入金 出金 振込
○
×
○
○
×
×
○
○

ゆうちょ銀行
イオン銀行

西京銀行（4BANKSネットサービス）
トマト銀行（4BANKSネットサービス）
もみじ銀行（4BANKSネットサービス）
鳥取銀行（さんいんクロスネットサービス）

島根中央信用金庫（しまぎん・中央信金ネットサービス）
入金ネット加盟金融機関

○
○
○
○
○
○
○
○

×
×
×
×
×
×
×
×

■店舗外キャッシュサービスコーナー〔CD・ATM〕 ※日曜・祝日欄の「網かけ」のコーナーは、祝日はご利用になれません。

平成25年1月31日現在

※UCカードなど、上記の提携カードが当行ATMでご利用いただけます。

　 松 江 市

隠岐の島町
安 来 市
雲 南 市
出 雲 市

大 田 市

浜 田 市

益 田 市

松江市役所
松江生協病院
イオン松江店
松江合同庁舎
松江赤十字病院
島根県庁
殿町（中央ビル）
マルマン茶山店
マルマン黒田店
キャスパル
島根大学前
ホック山代店
イオン菅田店
松江市立病院
法吉村
サンテラス
安来プラーナ
サン・チェリヴァ
島根県立中央病院（注）
出雲市民病院
イオン出雲店
出雲市役所
ゆめタウン出雲店
出雲市立総合医療センター
ゆめタウン斐川店
大田市役所
イオン大田店
服部タイヨー長沢店
シティパルク浜田
ゆめタウン浜田店
浜田市役所
イオン益田店
ゆめタウン益田店

平 　 日 土 曜 日 日曜・祝日

9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
8：00
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
8：00
9：00
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10：00
9：00
9：00
9：00
9：00
9：30
9：00
9：30
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
8：00
9：00
9：00

17：00
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21：00
18：00
18：00
18：00
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19：00
19：00
21：00
19：00
19：00
21：00
19：00
21：00
19：00
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18：00
21：00
18：00
21：00
18：00
19：00
17：00
19：00
19：00
21：00
19：00
18：00
19：00
19：00

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

9：00
9：00

9：00

8：45
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
10：00
9：00
9：00
9：00

9：30

9：30

9：00
9：00
9：00
9：00

9：00
9：00
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ネットワークのご案内

ネットワークのご案内

■店舗及び店舗内キャッシュサービスコーナー〔ATM〕

島 根 県
（25カ店）

鳥 取 県
（9カ店）

本店営業部

北出張所

松江駅前支店

南出張所

津田支店

松江卸団地支店

山代支店

黒田支店

上乃木支店

学園通支店

松江営業センター出張所

西郷支店

安来支店

大東支店

雲南支店

出雲支店

出雲東出張所

出雲中央出張所

大社支店

平田支店

斐川支店

大田支店

江津支店

浜田支店

益田支店

米子支店

米子東出張所

角盤町支店

米子駅前出張所

境支店

根雨出張所

倉吉支店

鳥取支店

鳥取駅南出張所

（0852）24ｰ1234

（0852）24ｰ1451

（0852）24ｰ1351

（0852）24ｰ1251

（0852）24ｰ1551

（0852）24ｰ1651

（0852）24ｰ1751

（0852）23ｰ7777

（0852）22ｰ7755

（0852）21ｰ2120

（0852）24ｰ1564

（08512）2ｰ1224

（0854）22ｰ3535

（0854）43ｰ2621

（0854）45ｰ5557

（0853）30ｰ6611

（0853）22ｰ5260

（0853）23ｰ6262

（0853）53ｰ2142

（0853）62ｰ2314

（0853）72ｰ5200

（0854）82ｰ0395

（0855）52ｰ2626

（0855）22ｰ0276

（0856）22ｰ2222

（0859）34ｰ3131

（0859）22ｰ7370

（0859）32ｰ5121

（0859）33ｰ5221

（0859）42ｰ3761

（0859）72ｰ0371

（0858）22ｰ4158

（0857）22ｰ3118

（0857）24ｰ8141

8：00－21：00

8：45－19：00

8：00－21：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：00－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：00－21：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－21：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

8：45－19：00

松江市東本町2丁目35番地

松江市大輪町410番地5

松江市朝日町485番地8

松江市竪町90番地8

松江市西津田2丁目15番24号

松江市嫁島町3番32号

松江市山代町482番地10

松江市黒田町427番地

松江市上乃木5丁目10番31－101号

松江市学園1丁目17番32号

松江市朝日町485番地8 松江駅前支店ビル2階

隠岐郡隠岐の島町西町八尾の壱21番地1

安来市安来町1535番地1

雲南市大東町大東1798番地

雲南市三刀屋町下熊谷1678番地1

出雲市姫原1丁目5番地1

出雲市大津町1098番地5

出雲市渡橋町423番地1

出雲市大社町杵築南1364番地8

出雲市平田町991番地12

出雲市斐川町直江5081番地

大田市大田町大田イ302番地5

江津市嘉久志町2306番地2

浜田市新町12番地

益田市あけぼの西町8番13

米子市米原4丁目5番39号

米子市車尾5丁目12番23号

米子市錦町3丁目68番地8

米子市東町217番

境港市浜ノ町122番地

日野郡日野町大字根雨412番地

倉吉市明治町1021の2番地

鳥取市戎町501番地

鳥取市興南町1番2

所 在 地店 舗 名 電 　 話 平 　 日 土 曜 日
キャッシュサービスコーナー

日曜・祝日

※キャッシュサービスコーナーはありません

◇すべてのコーナーで、全国MICS加盟金融機関のキャッシュカードで「出金」「残
高照会」がご利用になれます。 
◇前頁の店舗内ATM及び★マークの店舗外ATMでは、以下の提携サービスが
ご利用いただけます。

※キャッシング提携会社のカードでは「キャッシング」「残高照会」「ご返済」がご利用になれます。
　（「ご返済」については一部ご利用いただけない提携会社がございます。）
※「4BANKSネットサービス」「さんいんクロスネットサービス」の出金、「しまぎん・中央信
金ネットサービス」の入金、出金は他行利用手数料が無料です。（平日の時間外利用手
数料、休日利用手数料は有料となります。お取扱いの日時は設置箇所毎に異なります。）

※（注）の島根県立中央病院のATMでは「さんいんクロスネットサービス」がご利用になれません。

キャッシュサービスコーナーによる便利なサービス

ご利用のキャッシュカード
（サービス名）

サービス内容
入金 出金 振込
○
×
○
○
×
×
○
○

ゆうちょ銀行
イオン銀行

西京銀行（4BANKSネットサービス）
トマト銀行（4BANKSネットサービス）
もみじ銀行（4BANKSネットサービス）
鳥取銀行（さんいんクロスネットサービス）

島根中央信用金庫（しまぎん・中央信金ネットサービス）
入金ネット加盟金融機関

○
○
○
○
○
○
○
○

×
×
×
×
×
×
×
×

■店舗外キャッシュサービスコーナー〔CD・ATM〕 ※日曜・祝日欄の「網かけ」のコーナーは、祝日はご利用になれません。

平成25年1月31日現在

※UCカードなど、上記の提携カードが当行ATMでご利用いただけます。

　 松 江 市

隠岐の島町
安 来 市
雲 南 市
出 雲 市

大 田 市

浜 田 市

益 田 市

松江市役所
松江生協病院
イオン松江店
松江合同庁舎
松江赤十字病院
島根県庁
殿町（中央ビル）
マルマン茶山店
マルマン黒田店
キャスパル
島根大学前
ホック山代店
イオン菅田店
松江市立病院
法吉村
サンテラス
安来プラーナ
サン・チェリヴァ
島根県立中央病院（注）
出雲市民病院
イオン出雲店
出雲市役所
ゆめタウン出雲店
出雲市立総合医療センター
ゆめタウン斐川店
大田市役所
イオン大田店
服部タイヨー長沢店
シティパルク浜田
ゆめタウン浜田店
浜田市役所
イオン益田店
ゆめタウン益田店

平 　 日 土 曜 日 日曜・祝日
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島根県（33カ所）

鳥取県（7カ所）
境 港 市
米 子 市

日 吉 津 村
倉 吉 市

鳥 取 市

境港（境港市役所）
米子天満屋
イオン米子駅前店
イオン日吉津ショッピングセンター
パープルタウン
海田西町日の丸自動車
日の丸自動車
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■積極的な情報開示への取組み
当行では、企業の社会的責任（CSR）への取組みにあたっては、ステークホルダーの皆さまとの繋がりが何よりも重要と考え、法
令等で開示が求められている事項はもちろんのこと、ホームページ、本誌（年2回発行）、ミニディスクロージャー誌（年4回発行）等
を通じて、社会貢献活動に関する情報を積極的に開示しております。
また、単なる情報提供だけではなく、地域の皆さまとコミュニケーションを図り、地域の声を経営に適切に反映させていくため、
従来から「しまぎん経営情報説明会」を山陰両県6会場にて毎年開催しております。
今年度におきましては、平成24年7月23日～同年8月6日に開催し、延べ454名の皆さまにご出席頂きました。

■「一畑薬師マラソン大会」の協賛

〈浜田会場での様子〉

当行では、毎年出雲市で開催される「一畑薬師マラソン大会」に、平成6年から協賛させていただいております。
平成24年度におきましても、昨年10月に開催された第34回大会に協賛させていただくとともに、当行従業員も選手やボラン

ティアスタッフとして多数参加しております。今回は当行から35名の選手が出場し健脚を競いました。
このほか、毎年松江市で開催している「島根銀行杯松江家庭婦人バレーボール大会」や「島根銀行杯松江レディース卓球大会」
を主催するなど、当行は、地域スポーツへの協力等により、地域の皆さまとのリレーションを深めております。

〈平成24年度の開催実績〉　

今後も、こうした取組みを通じ、積極的な情報開示を行ってまいります。

日付 開催地 会場 ご出席者数
7/23

7/24

7/27

7/31

8/2

8/6

出雲市

浜田市

隠岐の島町

鳥取市

米子市

松江市

ニューウェルシティ出雲

浜田ワシントンホテルプラザ

隠岐ビューポートホテル

対翠閣

サンルート米子

サンラポーむらくも

95名

53名

25名

49名

84名

148名

12



平成25年1月発行
島根銀行（人事財務グループ）
〒690－0842 松江市東本町二丁目35番地 TEL0852－24－1234（代表）
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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